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Pearson’s correlationand multiplelinear regression modelanalysis were performed to assess the  
associations between the prevalence of Ascari5lumbricoidb inJapanese schooIchildren and  
SOCio－eCOnOqicvariablessuchastheprefbctureincomepercapita，thepercentageofprimaryindustry，the  
populationdensityperlkm2，thediffusionrateofpopulationunderwatersupply，andthep9rCePtageOf  
upper secdndary schoolenrollment．The resultsindicated that the parasite carrier rate was higherin  






論 文 審 査 結 果 の 要 旨  
日本の寄生虫対策が、世界的なモデルとして評価された実績について、回虫症   
に絞って、社会経済学的観点からその対策の効果評価を行ったものである。   
本研究の特徴は、回虫症対策結果としてのPrevalenceの変化を、単なる％で評   
価するのではなく、eXpOnentialfunctionmodelを用い、回虫症半減期を計算する   
ことによって、都道府県の対策格差を数値化し、県民一人当たりの所得との因果   
関係を明らかにしたことは、ユニークであり且つ社会経済学的影響を数値で示し   
得たことは重要な知見である。  
よって、本研究者は博士（医学）の学位を得る資格があると認める。   
